
６月 27日 「虹（にじ）の歌から」 
今日で６月が終わり、明日から７月、１学期最後の月、まとめの月になりま

した。暑い日やじめじめとした日がありますが、健康には十分気を付けて、よ

く食べ、よく遊び、よく寝て、まとめの月を乗り切りましょう。 

さて、これを見てください。先日、雨上がりの空に大きな虹ができました。

くっきりとした大きな虹でしたので、思わず写真におさめてしまいました。皆

さんは本物の虹を見たことがありますか。 

虹を見ると、校長先生は何だか、「しあわせ」な気持ちになります。どうして

でしょう。理由を考えてみると、ふだんはあまり見ることができないので、虹

がでてくると「ラッキー」「ついてる」と思うのです。そして、全体の形が大き

な輪になっていて、大きな丸い橋のように見えてすっきり感があるのです。ま

た、赤、黄、橙、青、緑、紫などの色がとても綺麗でうっとりとするのです。

皆さんは、どうでしょうか。 

ちょうど今月の歌も「虹（にじ）」でしたね。その虹の歌も校長先生は大好き

です。音楽の時間や、給食の時間にこの曲が流れてくると、ついつい口ずさん

でしまい、この歌を聞いていると「しあわせ」な気持ちになります。どうして

でしょう。メロディーがしっとりとして歌いやすいということもあります。ま

た、歌詞といって歌の言葉に「いいなあ」と思うところがあるのです。 

例えば、「くもがながれて 光がさして 見上げてみれば」というところで

は、悲しいことやつらいことがあったとき、さーっと心の暗い雲が晴れて、光

が見えて乗り越えようとする、立ち上がろうとする様子を感じるのです。 

次に「ラララ にじがにじが 空にかかって きみのきみの きぶんもはれ

て」というところでは、虹が空をおおうように、心がスーッと晴れ渡る感じが

します。そして、自分だけでなく、自分の周りにいる人、みんなの心も晴れ渡

るようにという優しさや思いやりを感じます。 

最後に「きっと あしたはいい天気」というところでは、つらいことがあっ

てもだいじょうぶ、あしたはいい天気だから、うまくいくよ。いいことあるよ。

元気出していこうよ、という勇気や元気をもらっているように感じます。 

 ちょうど、今の季節は梅雨なので、これからも虹を見られるチャンスがある

と思います。歌のメッセージにこめられた、やさしさや思いやりを思い出し自

分の心も、みんなの心も、晴れ渡るように、勇気や元気をだしていきましょう。 


